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食服rriの欧酎i,Jに伴い太腺癌が噌飢圧ているかぎ畢纂招

癌の占める割合は太腺癌の且8-洩芝撒締ごすぎないか新潟県

酢でを}臓8後考明太腸痛死亡数は,賢さ性別7缶魯東灘盟膵

であり予男性では胃癌989私 柚羨繊浅捌ご炊ぐ三豊番皇宮｡
雛卜では肺癌5闘劇r次いで2番附こ断 ､恩増肺癌であ〉
:∴ ∴-･､∴:/.早紺i上 申‖十､,･l-､粧し.項ミ守言∴ rl't･･

く発絶するためをこ大腸鷺検U閥祭服朝議えに凍†多くげっ

施設で太賜紫綬が試みられている諾)我 も々量無職 より

ノ用した太陽駁級を実施しているゥ今窓で抑戴紙を禁と甑

大腸楽検U雄≡済点をこ〆〕いて報省する

封象および力浅

対象は等等象棟を登検針る地域住民idnsW-"漕感望者とL

原郡m -郡翻蛸 で絹濃 受験者の蛋音羽給はtW歳昆巨二か

H帖 i_l'_ト}.ソ言-､牛工∴言上 ∴I:;',r._主上 t,:::▲

た

スクリ一･二ンケ

二次

先ず新潟市医師会および巻保健所の協力を得て,腎教

練受検激に譲批て健熱血反応の意義を説明Lた簡単なバ

ンプL/ン号を配り泰郎を呼びかけた8そLて,次のよう

な潜血スライドを拍療あるいは郵送して射て,う方法で先

勝教棟を行ったゎ新潟舶こおけるい 望年uは菅1次ス

:SHト-こン/ダを感度5千倍のへそかレトスニライド=3法

で拍-,たV漫挽陽性者は食餐制限とと獲)に感度が2万倍

と高いシオノギ責男･環ラ畑J､で望次検査を狛 ､,さに貢こ陽

性の場合には,要約換群とL,た く踊遷).なお2年紬巳

且次から検査前U)食事制限を指定した中欧に綱三日かど｡

はきヒトへモ勘コL-:調こ熊取的糾瓦妃凍る免疫学的廃藩
冊;打｢∴tド廿 ＼卜:lト∴1･7-…L.I:｣一日付＼Tu'i＼.i

法でグwjpヤノク反応を検査L つ-ゴいて望漁況クリ--こ

とLたやなお変格検者闘豊永腺内祝鏡検濠や注腸の精棟

杏,蔓准新潟市矧海鼠 新潟大学放射線紬 当院で施行
した.

瞥要綱石原郡地区柱脚こし射Lては腎亀太勝助胆遺癌の緩合

胃集榛と同時に併用

受 検 老

1985年は食事制限

便 潜 血 反 応

へモカルトスライド一日法

藍も

(+)

魔審剰閉 息

シオノギBスライド一日法

蛋-議

㌔ - 議 革慶受診精 密 検 査

注腸 ･大腸内視鏡

図 1人帖､･†頼む/ノ■沃し1(L帆1.8狛-I-度断酢い
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検診の 且つとして予 且準則･LE-モか レ署､スライ ド星口法,

望韓 日は免疫学的な遵受身血球凝餐法 潤招請を首都 で汐3

を行い,陽性者を牽精検群と L結

成 績

鮎年の-モか 頼 スライ nAlによる且次芦易性率は各々W .2

鰭,9凋熱;'とな EJj, 望次trjシオ}ギBスライ ド法 も陽性

となった各勘蜜の牽精換率は567名車舶名7特9,Oi亨漫9650

老中聞 名6.号夕畠であ-〕たー禁た各年度の略綬受診率は擁 89

%.州 .(いり-i十汗 r予 .}∴ 二日 汗 '､t州樟 ~̀1∴ I/トニー

Ll.＼rr＼＼Ll＼ L<工∴.陽L･ノバ 言Tl.帖 了 辛 ,J-∴ トト二Ll.-＼1.二t,＼

法をこよる要精換率は及,5浸5名車個鷹5凋%に絞 られ声 1魯

望隼 田より屯低率であった中最上の方法により, 3隼間

にのベ3,732名の太腸蟹験を行い∴質精検者は23増名で平

均6.3,%であった.そのうら灘転宅 (88｡9%うに精棟を行 --)

た結果,太腸痛が後者粉.m%発見され,いずれも甲ヶ願癌

(m 3名,sm l名jであったわその他7ポ 祈 -プをSW)

打1.7(10Ll. llJ甘 l;三十 ･LIFjL!iL軒主,i.･LJ←‖甘 7{)いい;㍉言と､J.十. :::

お櫓険で累常を認めなかったのは且50名で†精険受診者

鍔)7望.漫%であったが,これ らの全受験者をこおける偽陽性

率は各年度別闘 ま!1.8%,射浅%予3年8粕で 隼ノ懲減少 Lて

いる (豪 農)i

酉蒲原郡の地区住民においてほ,漫985年は漫守503着に

-頂きか LJトスラでド蓬巨ヨ法のよるスクリ-エソダを行い,

年度

廃潜血娩登法

欝 健勝血税鰻着

日＼ 1い

し'.精 棒 宣 言 Fr-

(C./拐)

i). メ､pt- 腸 痛

(D/ A)

民.大腸 ポ リ､-;j

ド.憩 室 佃

('T.無 所 l,i

(I(lT Lll

(a/ A)

(;丁:),

資格線審は且削風 且望｡7%で あ-〕たすその うち且56名 潮 朴7

% )が精練を受け6太腺癌が 7名乱掘7,%と高率に発見さ

れた,その うち3･名 摘望.9% )は早期癌であったW,葛9弼

--軸 法で燥麗 し 要略換者は遷50名冒せ3%∵であ --ノた一連膵

名 将7.3%)までの精険では大腸癌は発見されていない¢

なお全受験者における偽暢橡率は-モカル トスラ1ド法

I_バL(1㌦.hllI川一証 ill州t.輝 ∴ 'LL削t､■∴二 .∴

考 察

大腸癌の増加に対 し,別封讃覚 醒のための検診体制の確

立が急かれている. Lか L予そ£釣検査法はサ ド記の条件

を満たさなければ,望 Pz監しい懸検 jj潔さとはいえないと考

えられる.

裾 侵襲がなく身体 上郡絶錘が少ない,すな身すら前処置

が煩雑でなく換登時の苦痛 獲了かない.

(鋸 検査費が安 く簡単で高度の技術を必紫としない書

.'ミ 7_㍊｢章㌫rj･､量∴r'Lご廿:'▲宮 上-二..

潮 診断精度が優れ9偽陰性と偽陽性が少ない.

最 上釣魚鰍を巌も満足 きせる大腸癌教授のスクリ--エ

ッグ法としてはや現在のところ優潜血検査が厳冬)適切な

方法と考-えられる申この健潜血検査はき太腹癌病変が衆

健などの内容物によって擦過 され潜出血をぎた しやすい

ことを利ノ用 したものである2)i

健潜血テス トも幾つかの方法が開発されている. ダア

ヤ ソタろ紙をこよる健潜血スライ 机ま,-モか しトスライ

ドとシオノギ‡葺スライ 至､-㍉がある申シオ}ギ謂スライ ドは

東 通 新潟苗住民の太腹巣換成績

1/llこし':＼ ll:7:＼∴i二

萱諸言語望

LlJ1.

惑う 摘心3% )

望鵬

望) (88,蛸 )
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望万倍の離喜度のため偽陽性も多い2.3' -＼モカル トス

うでドは平感度が5千倍と低く匂当科外来診療でも上部

消化管疾患における陽性率は10/O鉦rFtと低く9また棒核

の有無を､二転左右されずに鰹常人の絡陽性は 5%と低率で

と考えた◆なおへそか レト式-ライドH二滴三ではァ大腸癌

さだ溜J連続 2妄摘三を拍う(3:陽性率は7飢餓護まで 摘草し

㌔､､∵j隼章 L＼,-,(畑 ･′･∴･十十 . ∴ if日高了パいり∵ニト

畢期癌をも発見する紅は,-＼をか 日､スライド2日鉦 _邑二

の連続法が i次 ･･･ちクリ- -二-ン/グに闘 守護と考えられるや L

か L,逆に覚険 路が)磨護担鮒磯え,約1服 率の儀 打が隼じる

心顔だがある附で,プ沖堰〕検診ー乱臣招 臓三を用いた.最近l

撫;_:::T̀巨 ･.,i∴ ｣∴二r.;-/. 'k.三 十 ∴t､p:'･rj･,(.≡ : ･＼.

シオj平喜毒式7イド別称｡､た緒言圭,--も増えているがサニぎス

トなどかじ摘ま断はできず望)ヲ 漫妄言法U)偽陰性例は逐年検

診で蛤い じけていくことが太切と考える.登た出J駄鼠が

少なく健舶 こ -榛に分布もないた糾病変部位をこよ-〉て頚J

潜動場性率が鞄な畑 慮腺癌やS状結腺癌では声かえ-〕

ことや採健かに,検査までの時間をあ庸ないことを)大切と

思われる｡

現在の 1淡スクリ--::/グ闘 志,-モカル トスライド

が偽陽性率が低いことかLt)欧米をほし､＼め広 く用い£～凍 て

いるサグアヤ ノタスライド法は安くて簡単である粧 食

事制限が必要でぅ蟹練における密約棟率は,ノ､＼-モか し斗

野2)といわれるo近隼,して巨 ＼モダーコをニンをこ特殿的を,こ反

応する免疫学的梗麿をfli検査鮒を㌢当発き藷1紅 :-r//ザヤム1

∴ I: ･･て~ .･ト､ト1∴＼ll二1＼工 ､言上;l･j■畑 てl十症fi∴1,I 1〈

どが検討され予食離制限を厳 しくせずと覆う偽陽性率を減

･かざせることができるようをこな〟,紅 葉際に紫綬に利用

した今回の成績では,-一招頼 妻､スライ ドごは,要精検

･工 ㌻.川.宮卜 畑･'Li･W ∴工 ∴'.宮 ∴ El∴ ,lml=nIiこIlト日

.<llLj/1雄 帖 ..i昌1:■丁.:iいくト 阜神牛工 :11･畑い 伸二仁＼卜l･ト＼

免疫学的潜血検査はチ特異性が高く絡陽性率鮒鑑く着用

であるが,検査手技やニ1ストが問題であり,ざ軽減こ解決

すべき薫は多い｡現時点のスクリ-ニン/ダ法としてはヶ

対象集団によって,各潜 血テストを選択 帝組み合わせる

ことも必要である,

さらに集暁を無症状の大集団に広げるためには｡腎鮭

瞭システムを利用 し7予め配布 しておいた僚潜流もスライ

ド､を腎教練略に巨服 する腎歯大腺同時餐棟が本鞘では高

率約である畑 大腸癌の増加は潜至飢テストの簡便さを FBR

サーることをご鳥二)てァ社会的啓蒙とともに消化管の総合検

診とし/て受診率の向 l二も期待できる.また牽精練番の 3二

部消化管検索が省略できるなど多人数を如時間で式タリー一

二ンダできる効率の良いシステムである.その検診対象

は大腸癌隈病率の急増するJ穏632)5)-45歳項目法悦 ミ効率的

管,とく蔓こ家系をこ太腹疾患がある入射こ勧めるべきであ

る5-｡ 蜜た健勝徹スニラでドをこよ -きて大腸癌を 違例発見す

十甘 工ミ_告㍉‖….i㍉ -1汗 ;附,十l日 工一代廉 ･■式日 ､､二転

身体 皇二の絶担転少なくJ鼠ノダ…3-::/'グかこ適 しているや本

法かこより-二,て機鵜 ､賢,胃教練に頼 する与等癌発見率をこ近い0,m

-乙､什 l机 ､ ･､､･Jl､町 十 ･･-,.i:㍉しぎ.rlL:･ '､.＼′丁. 十 ･･㌦ '‖モミ

はさ緑こ賂陽性率を低くするた紬 ､ニ免疫学的健潜血検査

の簡便で安価な方法の開発酢崖､費である.窪た偽陰性に

よる見逃 し了を防く､ため闘 浩予問診による拾い上げ'u呼量打3

収率禰 巨等棟受診率の肉 たす逐年検診-の努力が大切であ

る.その触,廃藩泊け ストに加えてや確診率の高いS状

結腸内視鏡や簡鋸 を工場法を併用する工夫など,硯在各施

設で検討が進掛ご凍 慧ラ亨198綱 -"闘 ｡監大腸紫綬研究会も発

き了 -∴ ･丁.,

なお海外では,西 ドイツで予すでに45歳損 をこの年ぎ書経榊

れ,盟--6%の健潜血陽性者の中か損耗が 3--5J'),i,i発を邑

されている61.ァ 〆リガやイタ車デでは個々の施設が外

来検診を約--,た 6,㌦ J＼そか し斗 ス:f7日∵∵を郵送する方法

が緒喜されている.なお米抑鋸姦会や S拭｡ntH 血だm鯨

i川l:ii.Li,tT11I71卜高iFll.日日(吊t小11:iH -:l川=･･川.1卜 p∴

している7)

お わ U に

胃象険に健潜血テ呆卜を併用した地域住民の大腸纂棟

をおこない,新潟市でこ吉昭芸を腋_3ヤ732鷹中複名0.11%,

西蒲原地区で 2年間に諸藩猶名中 7名0.20/Oiの太腸痛を

発絶L亨そのうち早期癌が各々複名 (且榔%再 議名 (嶺2計9

%)と高率であり,有1-円な紫檀方法と考えられた.

本鞘では,蜜ず社会的に大腸紫綬の必要性を啓蒙 L濃

艶心を和らげることから始めなければならない.さに)紘

効率を高め普及させていくために,医師と検査庫関との

脇力体制を固め,大勝餐換方法の確立を急がなければな
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